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１．はじめに
　東京電力 (Tepco: Tokyo Electric Power Company)
が自主点検記録に事実と異なることを記載していたこと

























電力量を 2010 年度において 1997 年度の５割以上とする
方針とした．しかし 2002 年に見直した新しい大綱では，
2010 年度までに 2000 年度と比較して約３割増加するこ






















































































　2000 年 12 月 不正の疑いが指摘されていることを明
らかにし，正式文書で同社に調査を指示した．















































































































































































































































































択）．1990 年には反対が 53% まで増加した．その後に



















ら留置法にかえて回収率が 70% 以上になった 1999 年以
降でも，2001 年に 65% と一時回復したものの，2002 年







動きは継続して，2000 年６月にはドイツ政府が 2020 年
をメドに原発を廃止することを電力業界と合意してい
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